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論 文

電荷重畳法による電極上の電界計算誤差

正 員 電子 太郎 正 員 電気 花子

Electric Field Computation Errors on Electrode in Charge Simulation Mthod
 

Taro Denshi ,Member,Hanako Denki ,Member

 

A bulk power long distance dc transmission system is now under intensive study in Japan.It aims at transmit-

ting a bulk power generated by a large capacity nuclear power plant which is directly connected to ac/dc
 

converters without any ac load. Since the bulk power of generators of such a system is transmitted through the
 

dc system,the radio of short circuit capacity of ac system to dc sostem capacity is unusually small,……

called harmonic instability may occur.

To analyze he instability phenomenon,……

This paper analyzes those harmonic voltage of synchronous generators which are produced by harmonic
 

components of ac currents of the ac/dc converter. The effect o ac filter is taken into account and a possibility
 

is demonstrated of the low order harmonic instability occrrence.

キーワード：電荷重畳法，自動電圧調整器（AVR)，界磁電流，スナバ

Keywords:charge shmulation method,automatic voltage regulator,field current,snubber

1. ま え が き

AVR（自動電圧調整器）による同期発電機の界磁電流

の制御は，負荷遮断に伴う機圧上昇の抑制，端子電圧の一

定保持，さらに系統安定度向上などの面から重視されてい

る。近年，サイリスタ励磁装置の採用と相まって，この方

面の研究は活発である。特に同期機を数学的等価回路で精

密に表現し，AVRやガバナを備えた系の解析は数多くな

され，その成果による系統の安定度対策は長足の進歩を遂

げている。

したがってAVR，PSSなどのベインおよび時定数の設

定も大筋は制御理論により，最終的には現地……

統において，AVRのゲインおよび時定数をパラメータと

して，負荷増大による脱調である。

2. 移相器制御系を考慮した多機送電系統の安定

化制御法

2・1> 系統の動特性式 機系統において

(ⅰ) 発電機の過渡リアクタンス背後の電圧一定

(ⅱ) 発電機の機械的入力一定

(ⅲ) 線路および機器の抵抗分無視

(ⅳ) 移相器制御は一次遅れ近似（図1)

なる仮定をおき，第 機の動特性を次式で表す。

δ
＋

δ
＋∑ sin δ－φ

－ δ－φ － ＝0

φ
＋

1
φ＝ , ＝1,2,…,

…(１)

ここに，δ,δ：同期速度で回転する基準軸と第

機の回転軸との相差角および最終定常時の安定平

衡点におけるδの値， ：第 機の機械的……

特性多項式はその名のとおり有界次元の多項式として捉

えられるのが一般的であるが，これを拡張して整級数とし

て捉えることもできる。例えば，フィードバック要素を収

束径 の開円板 上で，

＝∑ ……………………………………(２)

と一般化できれば，この場合の特性方程式は，

＋∑ ＝∑ ……………………(３)

となる。ただし， および はそれぞれ伝達関

…………

一方，系統事故による ＝0となると(４)式は
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タイトル・
書名に英訳
のある論文
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語と日本語
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1行あけるゴシック

28mm

22mm

1行あける
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′＝
＋ ＋

……………………………(６)

となり，このとき

≪ …………………………………………(７)

ならば，事故後の負荷電圧 ′は

′＝
＋

……………………………………(８)

となり，(５)式に一致する。すふわち，発電電力と需要電

力がバランスしているときは，系統事故があっても負荷電

圧が変化しないため，電圧監視のみでは事故時に分散電源

を解列することができない。

3. 回路と動作解析

3・1> 回路構成と動作概要 図1に 共振を用い

たスナバエネルギーの回生回路を示す。この回路におい

て， と は従来どおりスナバコンデンサ，スナバダ

イオードであり， ， ， ， は回生回路を構成す

る素子である。特に， はスナバエネルギーを一時蓄え

る重要な働きを……

5. 実 験 結 果

本論文で提案する外乱抑圧形線形適応制御系を用いた

DCサーボモータのロバスト制御を立証するために，図9

に示される実験システムで実験を……

素平面の実軸上に配置し，そのサンプリング時間 は1

msである。また，外乱観測器の時定数τは1msであり，

受動的適制御による低感度補償器のτとβはそれぞれ10

msと10である。実験に用いたDCサーボモータのパラ

メータ公称値は表2に示す。

6. む す び

本論文の特長を要約すると，次のようである。

(１) 電流増幅器とパイパスT形LC帰還回路を組み

合わせた所要増幅度の小さい電流伝送形の発振回路が高安

定発振回路として適していることを提案した。……

(５) 解析とコンピュータシミュレーションとにより，

実測値とほぼ一致する理論値が得られ，各パラメータの変

化の影響を把握することができた。すふわち発振周波数動

率……

の意を表する次第である。また，卒業研究として本実験の

一部に従事された○○○○，○○○○の諸君に謝意を表

す。

(平成 年 月 日受付)
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表 2 DCサーボモータのパラメータ公称値と

定格値

Table 2. Nominal parameters and rated values
 

of tested DC servo motor.

rated output 0.8kW 0.48N･m/A
 

rated current 11A 1.8mH
 

rated speed 1,750rpm 0.66Ω

0.48V･s/rad 9.8×10 kg･m

図 1 スナバエネルギー回生回路

Fig.1. A snubber energy recovery circuit.
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表 1 パラメータ

Table1. Parameters.

(V)
β

(Ω) (pF)
α

(Hz) (Ω)
＝
1－α

β θ＝ω ρ＝ ＋ γ

28 181 11.64 1.37 0.99450 2.5×10 10.0598×10 248(pF) 0.37818303153647 116.10714008829


